*。 LUCASEILM GAMES"PRESENTS ご り ) ウス # 


* 〈D: 5YSTEm 


この た び は 、 ビク ター 知 楽 産 業 将 の CD・ROM ディ スク を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠に あり が と 


う ご ざ いま し た 。 ご 使用 の 前 に 、 こ の 「 取 扱 説明 書 」 を よく お 読み いた だ き 、 正しい 使用 法 で ご 愛用 
くだ さい 。 


近 ー プ ルー うじ ょ う ちゅ う い 


e SUPER CD・ROM: ソ フト 使用 上 の 注意 


⑩ Pc エン ジン 、 CD・ ROM: な ど ハ ー ド の 接続 及び 動作 方 法 に 関し まし て は 、 各 機器 に 付属 の 「 取 扱 説 明 書 」 を 必ず ご 熟読 の 上 
ご 便 用 くだ さい 。 5 

⑩CD・ROM ディ スク に は 、 表 と 陣 が あり ます 。 必ず 、 レ ー ベ ル 面 (ゲー ムタ イト ル 等 が 印刷 され て いる 面 ) を 上 に し て セッ ティ 
ング し て くだ さい 。 

⑯ ゲ ー ム ブレ イ 中 に 、CD・ROM' プレ ー ヤ ー ーー の ふた を 開け る こと は 絶対 に お 止め くだ さい 。 正 常 な プレ イ が 出来 な く な り 本 体 を 痛 
め る 場合 が あり ます 


⑳ ま た 、 ゲ ー ム ブレ イ 中 に 、CD・ROM 本 体 に 振動 を 与え る こと は 、 お 止め くだ さい 。 正 常に デー タ が 読み 込み で き な く な り 、 
ご と どう を ば あい 
誤動作 する 場合 か あり ます 。 


この CD・ROM' ディ スク は 、「 ち 過度 。。- っ 。」 専用 ソフ ト で す 。 従来 の 「 ご - 呈 〇 ms--。。。」 で は 動作 いた し ませ ん の で 
ご 注意 くだ さい 。 動 作 さ せる た め に は 、「SUPER SYSTEM CARD」 が 必要 で す 。 


く え いき よう 


※CD・ROM ディ スク は 、 普 楽 用 CD ブ プレーヤー で は 、 使 用 し な いで くだ さい 。 コン ピュ ー タ 用 デー タ が オー ディ オ 機 器 に 悪影響 
を 流 ぼ す 場 合 が か あり ます 。 


※ 万 一 製品 に 当社 の 責任 に よる 不都合 が あり まし た 場合 、 新 し い 製品 と お 取り 替え いた し ます 。 


シー ア ィ ー ほ か ん じょう ちゅ う い 


e CD-ROM ディ スク 保管 上 の 注意 


⑩ 信 号 の 読み 取り 苗 ( レ ー ベ ル 笛 の 反対 側 の 光っ た 箇 ) を 汚さ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 汚 れ た 場合 は 、 や わら か い 布 で 、 中 必 
か ら 外 周 部 に 向かっ て 放射 状 に 軽く 拭き と っ て くだ さい 。 

@CD-ROM ディ スク に キズ を つけ な いよ うに し て くだ さい 。 ケ ー ス か ら の 出し 入れ の 際 は 、 こ すり キズ を つけ な いよ う 、 特 に 注意 
し て くだ さい 。 

レー ベル 面 に 、 鉛筆 や ボー ル ペ ン な ど て 文字 を 書い た り 、 シー ル 等 を 貼ら な いで くだ さい 。 読み 取り 面 に キズ を つけ る 稔 れ が あ 
り ま す 。 CD-ROM ディ スク を 曲げ た り 、 セ ンタ ー 孔 を 天 き くし な いで くだ さい 。 

⑳ ブ レイ 後 は 先 の ケー ス に 入れ て 保管 し て くだ さい 。 ま た 、CD-ROM ディ スク は 、 高 温 、 高 湿 の 場所 に は 保管 し な いで くだ さ 
be 


※ ご の ディ スク を 無断 で 複製 する こと 、 及 び 質 貸 業 に 使用 する こと を 禁じ ます 。 


昌 よ うこ テル ーー ム 人 
| | ゲー ム の 起動 COULLUUMLUUMLULLUTUTKUTKAKKKIITDTTTTYTITJ 
m 画面 の 説明 …… 

品 コ ント ロー ラー の 使い 方 

mm ボビン の 動か し 方 


ゲー ム を 始め る 前 に 
く < ストー リー「LOOMj を 読も う !> 


ゲー ム を 始め る 前 に 、 こ の 取扱 説明 書 の 後半 に ある スト ー リ ー 「LOOMj" を 必ず 読も う 。 こ れ 
に は ボビン 誕生 の 秘密 や ルー ム に つい て の 情報 が いっ ぱい つま っ て いる 。 そ れ に 、 な ぜ ボ ビン が 
山の上 で 寝 て いた か も わか る は ず だ 。 


くま じ な い の 本 を チェ ッ ク し よう ! > 


この 取扱 説明 書 の 中 央 に と じ こ まれ て いる 「 ま じ な い の 本 」 を は ず し て 別に し よう 。 こ れ は 村 
の ある テン ト に 置い て ある の と 同じ も の だ 。 代々 伝わっ て きた 織物 師 の まじ な い に つ いて くわ し 
く 書 か れ て いる 。 新しい まじ な い を 発見 し た ら 、 こ の まじ な い の 本 に し っ か り 書 き 込 む 。 こ れ を 
忘れ る と 先 に 進め な く な る こと も ある ぞ 。 ま じ な い は 何より 大 切 だ 。 

まじ な い の 本 に メモ する と き は 鉛筆 を 使う こと ! まじ な い の メ ロディ ー は 新しく ゲー ム を 始 
め る た びに 変わ る か ら ね 。( セ ー プ し た 場所 か ら 続 ける 場合 は 、 以 前 に 覚え た まじ な い が 使 えま す ) 


ム 、、 へ 


過ぎ 去り し 古 の 聞 の 時 代 か ら 造 か 後 、 天 空 を 竜 が 
治め し 時 代 、 世界 は 職業 を 核 と する 強固 な 集団 、 偉 大 
な る ギル ド に よっ て 構成 され て いた 。 その 中 で も 特に 隆 
盛 を 極め て いた の が 織物 師 ギ ルド で あっ た 。 彼ら は 音 
と 光 で まじ な い を 操っ て 不思議 な 織物 を 紡ぐ と と も に 、 
世界 の 真実 自体 を 紡ぎ 出す 人 智 を 超え た 力 を 誇っ て 
いた 。 し か し 、 邪悪 な 力 に よっ て 彼ら の 紡ぎ 出す パタ ー 
ン に 乱れ が 生じ 始め 、 世 界 は 秩序 を 失い つつ あっ た 。 

主人 公 は その 織物 師 ギ ルド の 若き メン バー、 ボ ビ 
ン ・ ス レッ ド ベ ア 。 彼 は 17 歳 の 誕生 日 の 朝 、 長 老 た 
ち に 呼び 出さ れ 出頭 し た 壁 な る 部 屋 で 、 長老 た ち が 白 
鳥 に な っ て 島 か ら 飛 び 去 る の を 目撃 する 。 気 が 付く と 長 
老 た ち だ け で な く 島 の 住人 も すべ て いな く な っ て いる 。 
一 体 な ぜ ? みん な どこ へ 行っ て し まっ た の か ? 消え 
た 島 の 人 々 を 追っ て ボビン の 冒険 が 始ま る 。 

し か し 、 行く 手 に 待ち 受け る の は 謎 に 満ち た 数 々 の ギ 
ルド 、 様 々 な 人 た ち 、 恐ろし い 怪 物 、 不 気味 な 洞窟 、 
そし て 危機 一 髪 の 大 ピン チ 。 ボ ビン は まじ な い を 操り 、 
友達 に めぐ りあ いな が ら 一 歩 々 々 進ん で 行く 。 

や が て ボビン は 、 世界 征服 を ね ら っ た ある ギル ド の 
引き 起こ し た 、 と ん で も な い 事 態 に 巻き 込ま れ て 行く 。 そ 
し て 、 様 々 な 謎 が 解き 明か され 、 不 死 身 の 敵 と の 最後 
の バトル へ と 誘わ れ て 行く の で あっ た 。 


9 ゲー ム の 起動 


本 体 に 「 ル ー ム 」 の ディ スク を 正しく セッ ト し て 、 電 源 を 入れ て くだ さい 。 
CD-ROM*SYSTEM 画 面 で ボタ ン を 押す と 、 ゲ ー ム が 起動 し ます 。 


【 モ ー ド の 設定 】 


ゲー ム を 始め る と き は 、 ま ず モ ー ド 選択 画面 で 
自分 に あっ た モー ド を 選択 し ます 。 


マニ ュ ア ル を 


さ 
モー ド を 記 択 し 


まじ な いと な る 4 つの 音 が 聞こ えた と き や ま じ な い を か ける と き 、 画 面 の 下 の 糸 
巻 棒 と 音階 表 の 音符 に 色 が つき ます 。 ゲー ム に 慣れ て いる 人 や この ゲー ム の コ 
ツ を つか ん だ 人 に お すす めし ます 。 


音階 表 の 下 に 小さ な ワク が 現われ て 、 まじ な い に 使 われ て いる 音 名 (CDEF 
GABC、 英 語 の ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド ) が 表示 され ます 。 ま じ な い を 書き 移す の 
に 便利 な の で 、 こ の ゲー ム は 初め て と いう 人 向き で す 。 


画面 か ら 音階 表 が 消え て 糸巻 棒 だ け に な り 、 新 し いま じ な い が 聞 こえ て も 糸巻 
棒 が 光ら な く な り ま す ( 光 る の は まじ な い を か ける と きだ け ) 。 まさ に 耳 だ けが た よ 
り の 達人 向き で し ょ う 。 た だ し 、 この モー ド に 挑戦 し た 君 に は 、 と っ て お き の ス ペ 
シャ ル ・ ア ニ メ シ ー ン を プレ ゼン ト 。 他 の モー ド で 最後 まで 行っ た 人 も 、 この モー 
ド で も うぅ 一度 挑 戦 し て ほし い 。 


< 注 > モ ー ド 選択 後 ゲ ー ム スタ ー ト まで 、 し ば らく 時 間 が か か り ま す 。 その まま お 待ち くだ さい 。 


5 画 軸 の 説明 


【 ゲ ー ム 画面 】 


アニ メス クリ ー ン アイ コン ボッ クス 

アニ メス クリ ー ン 上 で カー ソル 
を 動 ひ し て いる と き 、 ゲ ー ム に 
関係 の ある 物 を 指し だ 場合 に そ 
の ブラ フィ ッ フ が ボッ フス に 現 
われ ます 。 と に か ガ ぐ 動き 回 つて 
みる こと が コツ で す 。 


の ※ ネ 巻 棒 

まじ な い に 洲 要 な 魔法 の 裕 。 た だ 
だ し 、 ゲ ー ム の 中 で 和 糸巻 棒 を 手 
に 入れ る まで 現われ ませ ん 。 


音階 記 号 ワ ク 
(初心 者 モー ド の み ) 
初 ) 者 モー ド を 選択 する と 糸巻 
棒 、 音 階 表 の 下 に この ワク フ が 現 
われ ます 。 こ の 中 に は まじ な い 
の メロ ディ ー が 音 名 で 表示 され 、 

メモ が し や すぐ な り ま す 。 


ポタ ン を 押す と 、 オ プシ ョ ン 画 面 が 表示 され ます 。 
ここ で は 、 様々 な 設定 を お こ な う こと が で きま す 。 
<… キ ー の 上 下 で 項目 を 居 択 し 左右 で 設定 し ます 。 


文字 の 表示 スピ ー ド を 選択 し ます 。 
eo 数 字 が 小さ い ほ ど 、 速 く な り ます 。 
RIl 議 議 BGM、 果 斉 の 設定 を し ます 。 
ゲー ム 中 の BGM を 開く こと が で きま す 。 
MMU 商 較 RUN) ポタ ン を 提 し て くだ さい 。 
ゲー ム を 初め か ら や りな お し ます 。 
間 和 ポタ ン を 還 し て くだ さい 。 
[RUN] ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
で 細か い ア ニメーション を は ぶ 〈 く こと に 
2 に 0 


音階 表 

アニ メス フリ ー ン の 下 に 和 糸巻 棒 
と 一 緒 に 表示 され ます 。 達 人 モ 
ー ド で は この 音階 表 は 出 ませ ん 。 


科 は 長老 の 使い で す 。 旧 まる で アニ メー ショ ン 映 画 の よう な 連続 シー ン の こと で す 。 ここ で は 
上 | キャ ラク ター に つい て の 説明 や 謎 を 解く た め の ヒ ント が 得 ら れる は 
の 旭 ず で す 。 カ ッ ト シ ー ン を 省略 し て 次 に 進み た いと き に は ボタン を 

押し くだ さい 。 


画面 上 に カー ソル が 出 て いる 状態 で 、 コ ント ロー ラー の | RUN | 
ボタ ン を 押す と 、 写 真 の よう な セー プ / ロ ー ド 画面 が 表示 され 、 ゲ ー 
ム の 記録 お よび 再開 が で きま す 。 

この ゲー ム に は セー プ 用 の ポイ ント が 7 つ 用 意 さ れ て お り 、 ボ イン 
ト を 通過 する と 、 そ の ポイ ント まで の ゲー ム が セー プ で きる よう に な っ 
て いま す 。 ロー ド す る と 、 記 録 し た セー プ ポ イン ト か ら プ レー を 再開 で 
きま す 。 従っ て 、 次 の セー プ ボ イン ト に た どり 着く 前 に プレ ー を 中 断 
する と 、 次 回 に プレ ー す る 時 は 、 一 番 最後 に 記録 し た ポイ ント か ら と 
な り ま す 。 

な お 、7 つ の セー プ ボ イン ト は 、 ル ー ム 島 、 浜 辺 、 羊 飼い ギル ド 、 ド 
ラゴン の 巣 、 か じ 職 人 ギル ド 、 聖 職 者 キル ド 、 白 鳥 の 湖 で す 。 思い 
当たる 場面 に ほ た ら 、 セ ー プ / ロ ー ド 画面 を 呼び 出し て 、 確 認 し て み 
る と いい で し ょ う 。 


男 凡 E 福 畔 ゲー ム に 戻り た い 時 は 、 カ ー ソ ル を ここ に あわ せ て ① ボ タン を 押し て くだ さい 。 

ゲー ム を 始め か ら や りな お し た い 時 は 、 カ ー ソ ル を ここ に あわ せ て 、①) ボ タン を 押し て くだ さい 。 

還 ES7 識 | 一 番 最後 に 通過 し た セー プ ボ イン ト が 表示 され ます 。 ここ に カー ソル を あわ せ て ① ボ タン を 押 
す と ゲー ム が 記録 され 、 表 示さ れ て いる セー プ ボ イン ト か ら ゲ ー ム を 再開 で きる よう に な り ま す 。 

ここ に カー ソル を あわ せ て ① ボ タン を 押す と 、 前 回 記録 し た セー プ ポ イント か ら ゲ ー ム を 再開 
する こと が で きま す 。 


< 注 > バ ッ ク ア ッ プ RAM に ルー ム の デー タ を 記録 する の に 十分 な スペ ー ス が 無い 場合 は 、 ゲ ー ム が 開始 
せ ず 、 警 告 メ ッ セ ー ジ が 出 ます 。 その と き は 不用 な ファ イル を バッ クア ッ プ RAM か ら 消 し て 、 も う 一 度 起 
動 し て くだ さい 。 


) コン トロ ー ラ ー の 使い 方 


コン トロ ー ラ ー の 基本 的 な 使い 方 で す 。 


(① ボ タン : 

カー ソル と の 組合 せ で 、 
ボビン を 歩か せ た り 、 

も の を 調べ た り 、 

まじ な い を と な えた りす る 


の キー : 
カー ソル を 動か す 8 回 ⑪ ボ タン : 
セー プ / ロ ー ド 画面 を 表示 トレーン を と ば し 次 に 進め る 
[SELECT | ボタン : 
オプ ショ ン 画 面 を 表示 


< 注 > ボタ ン と ボタ ン を 同時 に 押し て も 、 リ セッ ト は か か り ま せん 。 電源 を 切る か 、 オ プシ ョ ン 
画面 、 ま た は セー プ / ロ ー ド 画面 で 、 RESTART を 選ん で くだ さい 。 


ボビン の 動か し 方 


@ ボビン の 移動 
カー ソル を 移動 させ た い 位 置 に 置い て ( い ① ボ タン を 押す と 、 ボ ビン 
は 移動 し ます 。 カ ー ソ ル を 開い た ドア の と ころ に 置く と ボビン は 
部 屋 を 出入 りす る こと が で きま す 。 


@ 物 を 調べ た り 使っ た りす る 
まず 、 ア ニ メ ス クリ ー ン 上 の 調べ た い 物 の 上 に カー ソル を 置い て 
(① ポ ボタ ン を 押し 、 ボ ビン を その 物 の 前 まで 移動 させ ます (アイ コ 
ン ボ ックス の 下 に その 物 の 名 前 が 表示 され ます )。 
次 に 、 も う 一 度 同じ 位置 で ひ ボ タン を 押す か 、 アイ コン ボッ クス 
に カー ソル を 置い て ① ボ タン を 押し ます 。 運 が よけれ ば 新しい ま 
じ な い の メ ロディ ー が 聞こ えて くる か も し れ ま せん 。 


@ まじ な い の か け 方 

例 : まじ な い が CD EC の 場合 
まず 、 ま じ な い を か ける 相手 の 上 に カー ソル を 置い て ① ボ タン を 
押し 、 ボ ビン を 相手 の 前 まで 移動 させ ます (アイ コン ボッ クス の 
下 に その 物 の 名 前 が 表示 され ます )。 
次 に 、 音階 家 の C の 上 に カー ソル を 置い て ① ボ タン を 押し 、 同じ 
こと を D、E、C と くり 返し ます 。 


@ ワン ポイ ント ・ ア ドバイ ス 
まじ な い は 、 さ か さま に か ける こと も で きま す 。 例え ば 「 開 ける 」 の まじ な い が ECED だ と する と 、 そ 
の 逆 の DECE は 「 閉 じ る 」 の まじ な いと し て 使え ます 。 つ まず いた と き に は 役立つ か も し れ ま せん 。 


0 まず 手始め に W 


オー プ ニ ン グ の カッ トシ ー ン が 終わ り 、 ボ ビン が ガケ の 上 に た た ずん で いる 場面 

か らい よい よ ゲ ー ム スタ ー ト で す 。 ま ず 、 ボ ビン の 横 に 立つ 木の葉 に 触っ て み ま し 

ょ う 。 木の葉 の と ころ に カー ソル を 置い て ① ボ タン を 2 度 押 し ます ( 2 度目 は アイ 

コン ボッ クス の 上 に カー ソル を 置い て も OK)。 木 の 葉 が ひら ひら 落ち て いく の が 見 

られ ます 。 

次 は 、 村 に 帰り 村 の 左 は し に ある テン ト に 入っ て み ま し ょ う 。 こ こ は 長 老 た ちの 
聖なる 部 屋 に つなが っ て いま す 。 廊下 に か か っ て いる 3 枚 の タ ベ ス トリー に つい て 

も チェ ッ ク し て お きま し ょ う 。 ボ ビン が 説明 し て くれ る は ず で す 。 さ ら に 先 に 進む 
と 聖なる 部 屋 に た どり 着き 、 長 老 た ち が 言 い 争 っ て いる と ころ を 目撃 する こと に な 
る で し ょ う 。 こ の 部 屋 に は 機織り 機 「 ル ー ム 」 が あり ます 。 

長老 が 去っ た 後に 、 必 ず 糸 巻 棒 を 拾い ます 。 な に し ろ 、 こ れ が な いと この 先 へ 進 
むこ と が で きま せん 。 

白鳥 の 卵 に 「 開 ける 」 の まじ な い を か け て み ま し ょ う 。 こ の 卵 、 実 は ボビン の 育 
て の 母 の ヘッ チェ ル が 変身 させ られ た 姿 な の で す 。 ま じ な い は 卵 に カー ソル を 置い 
て ① ボ タン を 2 度 押 す と 聞こ えて きま す (2 度目 は アイ コン ボッ クス に カー ソル を 
お いて も OK)。 今度 は 、 そ の まじ な い を 音階 表 に 置き まじ な い を か け て み ま し ょ う 。 
ダメ な と き は うま くい くま て 何 度 で も トラ イ し ます 。 

次 は 、 村 の 右 は し の テン ト へ 行き ます 。 こ れ は ヘッ チェ ル の 住ん で いた テン ト で 
す 。 テ ント の 中 に は 、 染 料 の 入っ た な べ や フラ スコ が あり ます 。 何 か の ま じ な いも 
手 に 入り そう で す 。 早速 テン ト の 中 を 細か く チ ェ ッ ク し ます 。 手 に 入っ た の が 何 の 
まじ な いか わか ら な いと きも 必ず メモ に 残し て お く こ と で す 。 身近 な 物 に どん どん 
まじ な い を か け て 練習 する こと が 大 切 で す 。 


さて 、 ガ イド は この 辺 で お し まい で す 。 こ れ か ら は 君 が 自分 の 手 て 道 を 切り 開い 
て くだ さい 。 


幸運 を 祈り ます ! 


SS 


付録 まじ な い の 本 


か つて 、 我 々 織物 師 た ち は 不 思 議 な カ を 持つ 模様 (パタ ー ン ) を 織り こ 
ん だ 布 を 他 の ギル ド に 売っ て 収入 を 得 て い まし た 。 し か し 、 長 い 年 月 を 経 
る うち に 和 糸 と 染料 を 用 いて 布 を 織る 代わ り に メロ ディ ー を 唱え る だ け で 、 そ う 
し た 不思議 な カカ を 引き 起こ せる よう に な り ま し た 。 

その メロ ディ ー を まじ な いと 呼び ます 。 

これ は 、 そ の まじ な い を 書き と め て お く た め の 手帳 で す 。 新 し い メロ ディ 
ー を 学ん だ ら 、 必 ず 記 録 し て お きま し ょ う 。 あ と で と て も 役に立ち ます 。 

あな た が 冒険 し て いく 問 に 、 こ の 手帳 に 書か れ て いる まじ な い が 全 部 見 
つか る と は 限り ませ ん 。 織物 師 が 一 生 の うち に 使う メロ ディ ー は 、 ふつ う 10 
種類 くら い の も る の で す 。 と は いえ 、 この 手帳 を よく 読ん で むけ ば 長老 た ちち 
予知 で き な い 出来 事 の 数 々 に し っ か り と 対処 する こと が で きる で し ょ う 。 


(この 手帳 に は 鉛筆 で 書き 込む の が 賢い 織物 師 で す 。 2 度 晶 の 旅 で は 
まじ な い の メ ロディ ー が 同じ と は か ぎり ませ ん か ら 。) 


開 ゅ 。 


この まじ な い は 、 織 物 師 た ち が 一 番 は じ め に 習う 最も 基本 的 な も の で す 。 マス ター 
すれ ば 雨よけ の 防水 布 や 劇場 の 幕 な ど 、 目 の 前 を ふさ いで る も の を 簡単 に 開け る こ 
と が で きる で し ょ う 。 


ョ コー 


ギル ド の メン バー を 聖なる 部 屋 に 呼び 寄せ る と き 
に 使用 し ます 。 主 に 長老 が 扱う まじ な いで す が 、 使 用 
され た こと は ほとん ど あ り ま せん 。 呼ば れ た こと の 感 
知 の し 方 は 相手 に よっ て 様々 で す が 、 童話 に 出 て く 
る “妖精 の メッ セン ジャ ー" の よう な 小さ な 光る 球体 
が 目 に 見 える こと が 多い よう で す 。 
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この まじ な い を 完成 し た の は 、 ウ ー ン ソケット 支部 
の 染料 調合 師 た ち で す 。 い ろ い ろ な 色 の 服 を 好 ん 
だ 聖職 者 た ちの 強い 要望 を か な える た め 、 彼 ら は 煮 
えた ぎっ た 染料 な べ に 何時 間 も か か りき り に な っ て 
奴隷 の よう に 働い て いま し た 。 か つて は 、 あ ら ゆ る 種 
類 の 布 に “染め る " の まじ な い を か ける こと が で きま 
し た が 、 こ の 何 世 紀 か の 間 に 適 用 で きる 種類 が どん 
どん 減っ つて きま し た 。 現 在 は ウー ル に の み 使 用 で きま す , 
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ご た 


一 倒 は り か い 

ーー 一 会 

紀 葉 を 理解 させ る 

“言葉 を 理解 させ る " の パタ ー ン の 入っ た 布 が 最 
初 に 使用 され た の は 、 7610 年 に エル スト リー で 開か 
れ た 第 432 回 ギル ド 間 秘密 会 議 で し た 。 食事 の と き 
の ラン チョ ンマ ッ ト と し て 使わ れ た この 布 の お か げ で 、 
初め て 各 ギ ルド の 代表 者 た ち が 互い の 言葉 を 理解 
で きる よう に な り ま し た 。 こ の 画 期 的 な 発明 は 多く の 
人 々 に 称賛 され て いま し た が 、 葬儀 屋 ギ ルド の 人 た 
ち が し ゃ べ っ た 花 屋 ギ ルド の 悪口 が この 布 の せい で 
わか っ て し まい 、 そ の 後 500 年 に も わた る 血 な まぐ さ 
い 戦 争 を 引き 起こ し て か ら は あま り 称 人 賛 も 聞か れ な く 
な り ま し た 。 
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わら を 金貨 に 変え る 

不作 の 年 に 特別 の 収入 を 生み 出す た め 、 長老 た 
ち が 使 用 する まじ な いで す 。 その 使用 は イン フレ を 避 
ける た め 、 ギ ルド の 財政 部 に よっ て 厳し く 規制 され て 
いま す 。 他 の ギル ド の 人 た ち は 織 物 師 た ちの まじ な 
い を よく 理解 で きず に 、 こ の 初歩 的 な まじ な い を 含 
む 、 い ろ い ろ な まじ な い に つ いて の 奇怪 な お と ぎ 話 を 
で 開 計 RT 
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地 城 を 起こ す 
ひと り の 向こう 見 ず な 織物 師 が 休 火 山 と 思わ れ 
て いた 山 に “引き裂く” の まじ な い を か けた と ころ 、 
た また ま 発 見 し た の が 、 こ の “地震 を 起こ す " の まじ 
な いで す 。 彼 は あま り の 威力 の た め 、 その と き 亡 く な 
つて し まい まし た 。 地震 学者 の ギル ド は この まじ な い 
の 権利 を し きり に 欲し が り ま し た が 、 非 常に 危険 な も 
の で ある た め 、 今 で は 記録 と し て この 本 に 記す る の 
み と な り ま し た 。 ギ ルド は 7331 年 に この まじ な い の 使 
用 を 禁止 し て いま す 。 


ひ 
EE 

この 罪 の な いま じ な い が 、 これ ほど 悪用 され る こと 
に な ろう と は 、 発明 者 は お そら く 想 像 さえ し な か っ た こ 
と で し ょ う 。 か つて は 、 ミ イラ 造り の ギル ド が ボロ きれ 
を 引き ちぎ っ て 細長 い 包 帯 を 作る 目的 で この まじ な 
い の 権 利 を 獲得 し て 使用 し て いま し た 。 し か し 、 6529 
年 に ミイ ラ 造 り ギ ルド が 解散 し た 時 、 こ の 権利 を 欲し 
が る ギル ド の 間 で 法 的 な 争い が 起こ り 、 そ の 結果 、 
書類 を 処分 する た め に この まじ な い を 使い た いと い 
政治 家 ギ ルド が 権利 を 引き 継ぎ まき し た 。 と ころ が 、 
ロ の 軽い ギル ド の 間 で この まじ な い の 秘 密 が 広まっ 
て し まい 、 こ の 秘密 を 知っ た 暗殺 者 ギル ド の 連中 が 、 
ここ に 記す の も は ば か られ る ほど 恐ろし い 目 的 に “ 引 
き 裂 く " の まじ な い を 使用 し て 、 こ の まじ な い の 評 判 
を 落し て し まい まし た 。 
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「 簡 約 ・ 織 物 師 ギ ルド の 歴史 第 19 巻 」( ギ ルド 出 
版 、5620 年 ) の 中 の 第 3 代 長老 レイ ジー ケー ト の 記 
録 に よれ ば 、 1716 年 と いう は る か 昔 に 早く も "治療 す 
る " 力 を 持つ 布 を 包帯 に し て 巻い て いた と いう こと で 
す 。 その後 、 長 年 か か っ て 模様 の 代わ り と な る 4 つ 
の 音 が 選び 出さ れ ま し た 。 今 で は 元気 回 復 が 必要 
な も の な ら 何 に で も 使え る この まじ な いで す が 、 織 物 
師 自身 が 自分 の 体 を 治療 する こと だ け は で きま せん 。 
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日 間 で 物 を 見 る 

この まじ な い 特 有 の 美しい メロ ディ ー は 、 夜 行 性 
の 鳥 た ちの 歌声 が も と に な っ て いる も の と 推定 され 
て いま す 。 か つて “ 暗 間 で 物 を 見 る " の まじ な い は 庶 
鉱 労働 者 ギル ド で 重宝 され て いま し た 。 伝説 に よれ 
ば 、 地 底 に 国 を 創っ て いた 彼ら は 、 こ の まじ な い の か 
か っ た 織物 師 ギ ルド の 紋章 入り 「 光 る タペストリ ー」 
か ら 主 に 明か り を 得 て い た らし い の で す 。 し か し 、 非 
常に 残念 な こと に 7331 年 に 大 地震 が 起こ っ て 地底 
の 国 が さび れ 、 そ の 後 す っ か り 需 要 が 減っ て し まい ま 
た 。 
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織物 は 湿気 や 熱 に さら され る と 縮む も の で す 。 こ 
の 自然 現象 を 研究 し た 古代 の 織物 師 は 、 布 を 縮 ま 
せる 糸 の 分 離 に 成功 し まし た 。 そ し て 、 間 も なく“ 縮 
め る "の まじ な い が 生 み 出 され 、 ど ん な 物質 に も この 
作用 を 引き 起こ すこ と が で きる よう に な り ま し た 。 し か 
し 、 使 用 の 際 に は 注意 が 必要 ! “縮め る " の まじ な 
い は 一 旦 か け て し まっ た ら 二 度 と 解く こと は で きま せ 
ん 。 


ほ 
が や ん ゃ 
し が ら せ る 
“欲し が ら せ る "の まじ な い の 起 源 は 、 我 々 の 社 
会 が 未 発達 で あっ た 頃 に さか の ぼり ます 。 その 当時 
は 、 通り すがり の 通行 人 を ギル ド の 店 に 誘い 込む た 
め に 使用 し て いま し た 。 動物 や 人 間 に こ の まじ な い を 
か ける と 、 織物 師 の 周 団 で メロ ディ ー が 鳴り 、 か けら 
れ た 相手 が 最も 欲し が っ て いる も の に 織物 師 は 変身 
し ます 。 で も 、 この 幻想 は 一 瞬 に し て 消え て し まう も の 
で 、 長 引か せる こと は 不可 能 で す 。 


ニン ェ ン を や 


映し 呈す 


この まじ な い は ダン サー の ギル ド か ら の 依頼 で 作 
っ た も の で す 。 彼ら の クラ シッ ク ・ バ レ エ 作品 「 オ レ 
マ 」 上 演 500 回 記念 の 舞台 で コス チュ ー ム の 着 替 
え を 手早く すま せる た め に 使用 され まし た 。 正しく こ の 
まじ な い を か ける と 、 織 物 師 は あっ と いう 間 に ま じ な い 
を か けた 相手 の 姿 を 自分 に 、 ま た 自分 の 姿 を 相手 に 
映し 出し ます 。 つま り 姿 が 入れ 替わる の で す 。 4 つの 
音 は カメ レオ ン の 声 か ら 採 用 され まし た 。 
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すい 5992 年 に レ サ ー・ ア クス プリ ッ ジ の 熱帯 雨林 を 探検 し た 第 5 代 長 老 ス ピン ドル シャ ンク が 
防 氷 する 生み 出し た 、 こ の と て も 実用 的 な まじ な い は 、 布 を 防水 加工 する こと が で きま す 。 と ころ が 、 
6003 年 に 防水 布 を 使っ た オー バー シュ ー ズ は 体 に 害 が ある と いう 説 が わき 起こ っ て 大 騒ぎ 

と な り 、 “防水 す る "の まじ な い は 永久 に 禁止 され る こと に な り ま 
し た 。 が 、 結 局 この 説 は 売れ 行き を 心配 し た 傘 職 人 の ギル ド が 夫 = | 
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で っ ち 上 げた も の だ と いう こと が 判明 し 、 禁 は 解 か れ ま し た 
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この まじ な い を か ける と 、 織物 師 は まじ な い を か け 
た 相手 が 心 の 中 で 恐怖 を 抱い て る も の の 姿 に 変わ 
り ま す 。 つま り 、 相 手 が 最 も 恐れ て いる も の に 変身 す 
る こと が で きる の で す 。 も ちろ ん 、 これ は 恐怖 を 感じ る 
能力 の ある 相手 に し か 効き ませ ん が 、 実は この まじ な 
い に は 相手 に 関係 な く 効果 を 発揮 する だ け の 大 き な 
パワ ー が 隠れ て いる の で す 。 し か し 、 現 在 は その 使 
用 が 心理 療法 師 ギ ルド の 治療 の た め だ け に 制限 さ 
れ て いま す 。 


と 


トコ 

見 > する 

“見 えな くす る " の まじ な い を か ける と 、 相手 は 視 
覚 の 焦点 が ぼん や り し て 織物 師 の 姿 が ほとん ど 見 
えな く な り ま す 。 相手 は 一 人 で も グル ー プ で も か まい 
ませ ん 。 こ の まじ な い の 由 来 は は つっ きり し て いま せん 
が 、 妨 ぴの 術 に た けた 羊 飼 い の ギ ルド か ら (あま り 
感心 し な い 方 法 で ) 知恵 を 得 た も の と 思わ れ て いま 
す 。 
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お 
考古 学 の 資料 に よる と “折りたたむ” の まじ な い は 、 も と も と は 空間 を 折り た た むために 
新た た も 作ら れ た わけ で は な いよ う で す 。 この まじ な い の 発明 者 は どう や ら ク リー ニン グ 店 を 経営 
の し よう と 思っ て いた らし い の で す 。 今 で は 織物 師 が 場所 か ら 場 所 へ と 移動 する の に これ 
ほど 手早く 快適 な 方 法 は あり ませ ん 。 で も 、 他 の 織物 師 が す で 3 


に 折り た た ん だ 空間 の 一 部 に この まじ な い を か ける と き は 注意 
する こと で す 。 不 注意 に まじ な い を か ける と ゲイ ンズ ボロ の プラ イ 
ンド ・ ス ポッ ト の よう に 誰 も 住む こと の で き な い 「 し わ の ゾー ン 」 が ど 
で き て し まい ます 。 


古代 か ら 存 在 し た この まじ な い の 起 源 は 、 す っ か 
り 歴 史 の 中 に 埋もれ て し まい まし た 。 最も 古い 文献 に 
は 、 こ の まじ な い が 聖 な る 部 屋 に ある ロン グ ・ タ ベス 
トリ ー の 縁 の 部 分 を ね じ る の に 使わ れ た と 書か れ て 
いま す 。 また 、 その 文献 に よる と 手 で アサ 糸 や 毛糸 を 
紡ぐ と き に も 使用 3 され て いた よう で す 。 伝説 で は 、 初 
代 長 老 ス ウェ ルフ ラッ クス が 布 を 織っ た と き に スピ ン 
ドル が き し ん で 鳴っ た リズ ミカ ル な 4 音 が まじ な い に 
な っ た と いわ れ て いま す 。 


る ーー 
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儲 b 乱 させ る 

この 珍し いま じ な い が 最 初 に 生み 出さ れ た 理由 は 、 
長い 歳 月 の うち に わか ら な く な っ て し まい まし た 。 歴 史 
を 再 検討 し て いる 学者 た ち は 、 こ の まじ な い の 本 来 
の 目的 は 、 安 い 布 に これ を か け て ギル ド の 店 の バー 
ゲン に 来る 客 を 惑わ す た め だ っ た と 主張 し て いま す 。 
その 起源 が 何で あれ 、" 混 乱 さ せる "の まじ な い に 浴 
む 力 は 時 を 経て も 少し も 衰え て いま せん 。 こ れ を か け 
られ た 相手 は 、 織物 師 の 安全 が 確保 され る まで 、 ど 
うし よう も な い ほ ど 混 乱 さ せら れ て し まい ます 。 


る 放 委 


か 
形 を 義 ぇ る 
物質 の 形 を 変え る の に 必要 な 集中 力 を 持っ て い 
る の は 、 ほ ん の 一 提 り の 織物 師 だ け で す 。 こ の まじ な 
い を か ける に は 、 全 神経 を 集中 させ ね ば な り ま せん 。 
形 が うま く 変 わっ た 後 で も 、 ま じ な い を 定期 的 に か け 
直さ な いと 元 の 状態 に もち ど っ て し まう こと が あり ます 。 


あ た た 


明 ぁ z 


“暖め る " の まじ な い は 、 と て も 心地 の いい あ た た 
か な メロ ディ ー で す 。 織物 師 で この メロ ディ ー に 包ま 
れ た こと の な い 者 は 一 人 も いな いで し ょ う 。 人 気 の 点 
で は “ 愛 を 与え る " の まじ な い に 次 いで 2 番目 (この 
2 つの まじ な い は よく セッ ト で 売ら れ ま す )。 わ が ギル 
ド の 歴史 か らい っ て も 重要 な 商品 で す 。 ひと た び 、 こ 
の まじ な い を か けれ ば 薄い ガー ゼ の ベッ ドカ バー が 、 
まる で ペナ ンプ リア ン ・ キ ルト の よう な 暖か い 布 に 変 


わり ます 。 


あい 


あ た 
トコ 

起 を 与え る 

この まじ な い を か けた 布 が ベス ト セ ラー 商品 と な っ 
た お か げ で 、 織 物 師 ギル ド は あっ と いう 間 に 繁 栄 し 、 
勢力 を 誇る よう に な り ま し た 。“" 愛 を 与え る "の まじ な い 
を か けれ ば 、 愛 に まっ た く 無 関心 な 人 の 心 も た ち ど こ 
ろ に と ろ け て し まう こと 請け 合い で す 。 し か し 、 こ の ま 
じ な い の 真 の 由来 を 知る こと が で きる の は 長老 た ち 
だ け に 限ら れ て いま す 。 こ れ に 関連 し て 、 第 2 代 長 
老 ト ウィ ルフ ァ ス ト と オル ガン 奏者 ギル ド の 一 員 と の 
秘め られ た 恋 が うわ さと な っ た こと が あり まし た が 、 あ 
れ は 根 も 葉 も な い 悪意 ある 中 傷 で す 。 


枕 、 赤 ちゃ ん 用 の 帽子 、 寝 袋 な ど は 、 大 人 気 の 
この まじ な い の 持 つ 心 を 鎮静 させ る 性 質 が 必ず し み 
込ま せ て あり ます 。 乳母 ギル ド は 家庭 用 の 布製 品 全 
般 に この まじ な い の 使用 を 要請 し て いま すし 、 有 麻酔 
医 ギ ルド は クロ ロフ ォ ル ム に 代わ る も の と し て 産業 用 
の も っ と 強い まじ な い を 承認 し て いま す 。 


し 3 
静か に きせ る 

“静か に させ る " の まじ な い は 、 初 め て 親 と な っ て 
赤ん坊 の あや し か た に 慣れ て いな い 人 た ちや 、 う る 
さい 寮 で 暮らす 学生 に 大 変 喜 ば れ て いま す 。 と ころ 
が 、 残 念 な こと に 、 わ が ギル ド の メン バー た ち は 使 用 
する に 適当 か 否 か 疑わ し い 依 頼 に も た び た び 応じ て 、 
この まじ な い の メ ロディ ー を 唱え て いま す 。 中 で も 最も 
問題 の ある の は 、 コ ン サ ー ト 開始 前 聴衆 を 黙ら せる た 
め に この まじ な い を か ける よう 依頼 し て くる 指揮 者 の 


ギル ド で し ょ う 。 


破壊 する 


物質 を 破壊 する と いう の は 派手 で 見 映え の する 能 
カカ で す が 、 これら を 身 に つけ る まで の 我慢 が で き な 
い 若い 織物 師 が 多い よう で す 。 非常 に 熟練 し た 織 
物 師 で さえ 、 ほ と ん ど が この デリ ケー ト な まじ な い を 
理解 で き て いま せん 。 こ の よう な まじ な い は 誰 も が 使 
えな い 方 が よい の で す 。 実は 、 すべ て の 軍隊 は この 
“破壊 する ?" の まじ な い が 持 つ 並 外れ た パワ ー に よっ 
て 解体 され まし た 。 こ の まじ な いで 軍隊 を 解体 し な け 
れ ば な ら な いよ うな 機会 が 二度と 来 な いこ と を 我々 
は 望ん で いま す 。 


rr 


カ ラ に する 

どん な 容器 で も この 簡単 な まじ な い を か ける だ け 
で 、 あ っ と いう 間 に 内 容 物 を 取り 除い て カラ に する こ 
と が で きま す 。 4200 年 に この まじ な い が 発 明 さ れる 
前 に は 、 ウ ー ン ソケット の 小川 が 捨て られ た 染料 で 
緑色 な っ て し まっ た 事件 も あり まし た 。 た だ 、 湖 や 雲 に 
この まじ な い を か け よ うな ど と 考え て は いけ ませ ん 。 
4202 年 に 起こ っ た 「 第 2 の ノア の 洪水 」 の よう な 大 
き な 災 害 が 発生 する の を 防止 する ため 、 こ の まじ な い 
の 使用 は 慎重 に 限定 され て いる の で す 。( こ の 大 洪 
水 に 関し て は ギル ド に 責任 は な いと いう 決着 が つい 
て いま す ) 


け 
消す 

“消す " の まじ な い を か けれ ば 、 簡 単に 炎 を 消火 
する こと が で きま す 。 酸 素 や 燃え る 物質 の 糸 を ほぼ 瞬 
間 的 に 解く の で 、 大 火災 で も 二 次 災害 や 煙 は まず 発 
生 し ませ ん 。 6222 年 に は 、 こ の まじ な い の 安 全 性 と 
消火 能力 の 向上 が 認め られ 消防 士 ギル ド か ら 感 謝 
の し る し と し て 記念 プレ ー ト が 贈ら れ ま し た 。 


めぐ 


恵 ろ を 与 ぇ る 


別名 「 カ ジノ 破り 」 と も 呼ば れる まじ な いで す 。 こ 
の まじ な い を か けた も の は 当たり の 確率 が 高く な り 
素人 に も ツキ が きま す 。 その た め 、 こ の まじ な い の ギ 
ルド 外 で の 使用 は 5858 年 に 設定 され た エメ リッ ク 
合意 に よっ て 禁じ られ まし た 。 こ の 合意 を 結ん だ と き 
に は 、 そ の 見 返り と し て ギル ド の 財政 部 は カジ ノ の 
確率 を 管理 する 統計 学者 協会 か ら 十分 な 額 の 寄付 
を も ら っ て いま す 。 


ハサミ や ビン や 編み 針 は 、 こ の 簡単 な まじ な い を か 
けれ ば 研 で こと が で きま す 。 古代 に は 、 戦 士 た ちの 剣 


、 も 我々 の ギル ド て で 修理 し て いま し た 。 し か し 、 鍛冶屋 


ギル ド か ら 正 式 な 異議 申し 立て が 起こ り 、 そ の 結果 、 
7550 年 に ウェ ッ ト ス トー ン ・ プ リッ ジ 条 約 が 結ば れ ま 
し た 。 こ れ に 基づき 、 戦 争 に 使用 され る 武器 に “ 失 
ら せ る "の まじ な い を か ける こと は 特に 禁止 され て いま 
す 。 


る I 


UL 


Ge 9 


人 
ちょ う 

衣 直 

越 さ せる 

この まじ な い は 織物 師 の 使う 技 の 中 で も 最も 繊細 
で 神秘 的 な 、 ま さ に 芸術 と も いえ る も の で す 。 その た 
め 、 こ の まじ な い を 完ぺき に 使い こなせ る 織物 師 は ほ 
ん の 数 人 に 過ぎ ませ ん 。 “超越 させ る " の まじ な い 
は 、 我 々 の 運命 を 支配 し て いる パタ ー ン と の つなが 
り を 解い て 、 心 と 体 を 我々 の 世界 の 理解 を 越え た 、 


超越 し た 存在 に 高め ます 。 ま じ な い を か けら れ た 者 
は 、 次 が 鳥 や 星座 や 太陽 の 黒点 よう に な る と 言わ れ 


て いま す 。 体罰 が 禁じ られ て いる 我々 の ギル ド で は 、 
この まじ な い を 使っ て 人 を 追放 する こと が あり ます が 、 
それ は ギル ド の 決し て 犯し て は な ら な い 最 後 の 控 を 
破っ た 者 に の み 適 用 され る 最も 重い 罰 で す 。 


時 


⑳) 「LOOM~ こ ボ ビ ピン 誕生 の 秘密 一 」 


た そ を が れ の 空 を 竜 た ち が 支 配 し 、 無 数 の 星 が 輝 いて いた あの 「 第 二 の 導 の 時 代 」 
が 過ぎ 、 は る か 長い 年 月 が た っ た と き 、 人 類 は 再び 世界 を 支配 し よう と 考え 始め まし 
た 。 


その 目的 達成 の た め に 人 々 は 勤勉 さと いう 素晴らし い 武 器 で 懸命 に 働き まし た が 、 
その 営み が 進歩 する に つれ 、 人 々 は 役 慢 に も 自分 た ちの 行く 手 を 阻む も の は 何 も な い 
と 確信 する よう に な り ま し た 。 

この ころ 、 生産 者 同士 の 競争 が と て も 激しかっ た た め 、 人 々 は 職種 ご と に 「 ギ ルド 」 
と 呼ば れる 組合 を 作っ て 団結 し 、 自 分 た ちの 利益 多 技 術 の 秘密 を 守 ろ うと し まし た 。 
この よう に し て で きた ギル ド は 、 人 数 が 増え る に つれ 力 を 増し て いき まし た 。「 大 ギル 
ド 時 代 」 の 始ま り で す 。 こ の よう な 天 ギ ルド は 都市 国家 を 形 づ く り 、 幾 世代 か 後に は 
世界 の 交易 を 手中 に 収め る まで に な っ た の で す 。 


中 に は 、 そ ん な 野心 を 持た ず 、 た だ ひたすら 仕事 に 専念 する ギル ド も あり まし た 。 
例え ば 織物 師 ギ ルド の 人 々 で す 。 

織物 師 ギル ド に は 、 仕 事 は 自分 の 子供 に だ け 教 える と いう 茂 し い 控 が あり まし た 。 
また 、 他 の ギル ド の 者 と の 結婚 は 認め られ ず 、 探 を 破っ た 者 は 追放 され まし た 。 そう 
し た 探 の 中 で 、 織物 師 の 優れ た 技 は 親 か ら 子 へ 、 子 か ら 反 へ と 受け 継が れ 、 磨 き 
に 勝 か れ て いき まし た 。 偉大 な 織物 師 が 精魂 こめ た 織物 の 、 この世 の も の と は 思え な 
い 美 し き に 、 世 界 中 の 人 々 が 目 を 見 は る あま で に な っ た の で す 。 

そし て 、 人 彼ら 独自 の 哲学 を 創り 上 げ て いき まし た 。 彼ら は ルー ム 、 す な わ ち 機織り 
機 に 真理 を 見 、 自 分 た ち が 織り な す 布 地 の 上 に 不思議 な カ を 持つ パタ ー ン 、 つ まり 
模様 を 織り 込む 方 法 を 見 い 出 し た の で す 。 や が て 、 彼ら の 織物 は 美しき より 病気 を 
治し た り 、 厄 払い の カカ を 持つ 不思議 な カ で 知ら れる よう に な り ま し た 。 


そし て つい に 、 織 物 師 た ちの 技 が 単なる 布 と いう 次 元 を 超越 する よう に な り ま し た 。 
系 と 染料 を 用 いて 布 を 織る 代わ り に 、 光 と 音 を 操る だ け で 布 が 持つ 不思議 な 力 を 発 
揮 で きる よう に な っ た の で す 。 


彼ら は 他 の ギル ド の 者 た ちか ら 魔 法 使い 呼ば わり され 、 迫 害 され 始め まし た 。 そう 
し た 追 害 か ら 布 の 秘 害 を 守る た め に 、 大 陸 の 沖 は る か に 浮か ぶ 岩 ば か り の 小鳥 に 
移り 住み まし た 。 彼ら は その 人 烏 で 俗 世 間 と の 関わ り を 断ち 切り 、 長い 年 月 を 費やし て 
機織り の 技 を 更に 完成 させ た の で す 。 

義 に 包ま れ た 神秘 の 鳥 は 、 訪 れる 者 も な く 、 か つて 「 ル ー ム 人 烏 」 と いう 名 で 記さ れ 
て いた 地図 か ら も 消し 去ら れ て し まい まし た 。 


長い 間 厳 し い 探 で 縛ら れ 、 閉 鎖 的 な 生活 を 続け て きた ルー ム 烏 に も 大 き な 転 機 が 
訪れ よう と し て いま し た 。 何 世 代 に も わた っ た 血族 結婚 の た め に 死産 や 生ま れ て も す 
ぐに 死ん で し まう 子供 が 続き 、 島 の 住人 が 20 人 足ら ず に な っ て し まっ た の で す 。 中 
で も 子供 を 失っ た 母親 の 嘆き は 天 き な も の で し た 。 


また 、 ひ と り の 母親 が 子供 を 死産 で 失い まし た 。 彼女 の 名 は シグ ナ ・ ス レッ ド ベ 
ア 。 美しい 女性 で す 。 彼女 は 傷心 の あま り 、 長老 た ち に 探 を 考え 直し て くれ る よう 頼 
み に 行 きま し た 。 この 和 鳥 で は すべ て が アト ロボ ポス 、 ラ ケ シ ス 、 クロ ー ト ス の 3 人 の 長老 
が 形成 する 最高 会 議 で 決定 され る の で す 。 


機織り 機 ル ー ム の 置か れ た 聖なる 部 屋 で 、 シグ ナ は 探 の 見 直し を 切々 と 訴え まし 
た 。 し か し 、 祖先 の 残し た ロン グ ・ タ ペスト リー の パタ ー ン の まま に 暮らす こと を 第 一 
に 考え る 長老 た も は 、 全 く 相 手 に し よう と は し ませ ん で し た 。 思い あま っ た シグ ナ は 、 
この 鳥 で 決し て 言っ て は いけ な いこ と を 日 に し て し まい ます 。 
「 を それ な ら 、 あ の ルー ム で パタ ー ン を 変え て 下さ い 。 お 願い で す ! この ギル ド の 未来 
を 託す 漁夫 な 子供 を 生ま せ て 下さ い !」 
シグ ナ は あの ルー ム を 操っ て パタ ー ン を 変え さえ すれ ば 、 ギル ド の 人 危機 を 救う こと が 
で きる と 考え て いた の で す 。 し か し 、 長 老 た ち は 違 っ て いま し た 。 
「 あ の 僅 大 な ルー ム に は お まえ が 望む よう な カカ が ある だ ろう 。 そし て 、 我々 の 祖先 が そ 
の カ を 自由 に 操っ て いた の も 事実 だ 。 し か し 、 今 、 みだりに パタ ー ン を 変え る べき で 
は な い 。 なぜなら 、 を その 微妙 さ 不 思 議 さ は 、 我 々 の 理解 を や は る か に 越え て いる か ら 
だ 。 今 の 我々 は パタ ー ン に 定め られ た 運命 を 受け 入れ 、 ルー ム の 意志 を 皆 に 伝え る 
だ け な の だ 」 
3 人 の 長 拓 た もち は 日 々 に 同じ こと を 言い まし た 。 


「 意 志 を 伝え る 4? あな た が た は ルー ム の 手入れ を し て いる だ け で は あり ませ ん か "! 
私 た ちの 祖先 が 命がけ で 築き 守っ て きた この 遺産 や を 、 あ な た が た が 消 減る きせ よう と し 
て いる 。 あ な た が た は パタ ー ン を 変え る 勇気 が な い だ け で す !」 

思い あま っ た シグ ナ は 言い 放ち も まし た 。 長老 た ち は 激 稀 し まし た 。 そし て 、 ゆっ くり と 言 
い 渡し た の で す 。 

「 を な た は この 僅 大 な ルー ム の 前 で 我々 長老 を 裁 こう と いう の か ! 我々 を 裁 け る の は 
た だ ひと つ 、 あ の パタ ー ン だ け な の だ 。 よ いか 、 一 度 と その よう な こと を 言っ て は な ら 
ん ぞ 。 下 が れ !」 

シグ ナ は が っ くり と 肩 を 落し 、 とぼとぼ と 自分 の テン ト へ 戻っ て いき まし た 。 


し か し …… そ の 夜 、 

シグ ナ は 聖なる 部 屋 の ルー ム の 前 に 座っ て いま し た 。 準備 し て きた グレ ー の 糸 を 
目立た ぬ よ うに パタ ー ン に 織り 込み 、 審 か に パタ ー ン を 変え て し まう つも りな の で す 。 
「 ま ず 、 糸 を 村 に 結び 付け て … 。 配 を 打ち … ・ 短 を 打ち …・ 踏 ん で ・ ・ 休 む 。 本 を 
打ち … 乱 を 打ち … 踏 ん で … 休 む 。 押し て … 戻 し て …。 これ な ら ヘ ッ チ ェ ル に っ た 
通り だ わ 」 

II シグ ナ の 乳母 で 長老 た ち に 住 を ん る やさしい 女性 ヘッ チェ ル 

、 藤 老 た ち に は 内 緒 で 教え て くれ た も の で し た 。 

0 本 を 打ち … 低 を 持ち … 中 へ … 下 へ …」 
織り 進む うち 、 ル ー ム が 不思議 な メロ ディ ー を 奏で 始め まし た 。 そし て 、 メロ ディ ー が 
最高 潮 に 達し た と き 、 聖なる 部 屋 の 扉 が 開き 、 長老 た も と シグ ナ を 心配 し た ヘッ チェ 
ル が 駆け 込ん で 来 ま し た 。 
「 レ ディ ー・ シ グ ナ 、 何 を し て お る !」 


と 同時 に 、 ル ー ム に 赤ん坊 の 泣き 声 が 響き わた り ま し た 。 な ん と 、 シ グ ナ の 日 の 前 
に 赤ん坊 が 現れ た の で す 。 
「 私 の 赤ちゃん !」 
シグ ナ は る 2 う 確信 し て その 赤ん坊 を 抱き し め ま し た 。 
「 を な た は 、 事 の 重大 き が わか っ て お る の だ ろう な 。 無事 に は すま ん ぞ 」 
「 お 好き な よう に な さい ませ 。 こ の 赤ん坊 きえ 生き て いれ ば 私 は どう あっ て も 」 
シグ ナ は 答え まし た 。 


「 で は 、 そ の 子 を ヘッ チェ ル に お 渡し な きい 」 

長老 の 中 で は 最も シグ ナ に 理解 や 示し て くれ て いた クロ ー ト ス の 最後 の 思い や り 
で す 。 

ヘッ チェ ル が や さ し い 女性 で ある こと を よく 知る シグ ナ は 喜ん で 赤ん坊 を ヘッ チェ 
ル に 預け まし た 。 
「 可 愛 い が っ て ね 。 私 を 可愛 が っ て くれ た よう に 。」 


「 レ シレ ディー・ シ グ ナ よ 。 こ の 罪 は 実に 許し が た い 。」 

アト ロボ ス は 罪状 を 述べ だ て 、 和 糸巻 棒 で まじ な い を 紡ぎ は じ め ま し た 。 ル ー ム に 妊 く 不 
気味 な メロ ディ ー の 中 、 算 は 続け ます 。 

「 よ っ て 、 そ な た を 有罪 と し て 永久 に 追放 する も の と する 。 し た が っ て 、 この 子 に 会 うこ 
と は も ちろ ん 、 二度と この 騙 に 足 を 踏み 入れ る こと も 許さ れ 過 。 今日 た だ 今 か ら 死 を 迎 
える その 日 まで 、 た だ 一 人 孤独 の うち に 空 を きま よい 続け る 運命 と な る の だ 」 

アト ロボ ス の まじ な い の メ ロディ ー が 一 段 と 大 きく な る と 、 シ グ ナ は 悲し げ な 叫び 声 と 共 
に 白鳥 に 変身 し 、 聖 な る 部 屋 の ステ ンド グラ ス を 破っ て 追わ れる よう に 夜 の 導 へ と 飛 
び 去 っ て いき まし た 。 


その 夜 、 織物 師 の 村 で 大 白鳥 が 海 の 向こう へ 消え て 行く の を 見 た 者 は ほとん ど あ 
り ま せん で し た が 、 シ グ ナ が ギル ド の 挫 を 破っ て 長老 の 怒り を 買っ た と いう うわ さ は 、 
まもなく 鳥 中 に 広がっ て いき まし た 。 

その 赤ん坊 は 17 才 の 成年 に な る まで 、 ギ ルド と の 関わ る が 一 切 許さ れず 、 そ の 後 
に つい て は 長老 た ち が 決 め る こと に な り ま し た 。 

か つて 、 シグ ナ の 乳母 だ っ た ヘッ チェ ル は 、 ル ー ム か ら 生 まれ た この 子 を わが 子 
と し て 引き 取り 「 ボ ビン 」 と 名 付け て 大 切 に 育て た の で す 。 


それ か ら 数 年 た っ た ボビン の 誕生 日 。 ヘッ チェ ル は 、 幼い ボビン を 朝 ま だ 出 い うち 
に 起こ し 、 海 の 見 渡せ る 岩の上 へ 連れ て 行き まし た 。 夜明け 前 の 肌寒い を の 場所 で 
身 を 寄せ 合う よう に た た ずみ な が ら 、 ヘ ッ チ ェ ル は 海 の 彼 方 に 目 を 江 ら す よ う ボ ビン 
に 言っ て 聞か せま し た 。 
「 お まえ に どう し て も 見 せ て お きた いも の が ある の よ 。 も うす ぐ 来 る わ 。 お まえ の 誕生 日 に 
は 必ず や っ て 来る ん だ も の 」 


「 何 が 来る の ?」 
「 を それ は ね …… 見 て ! ボビン 
ボビン は は じ め て 見 る この 美しい 鳥 に 思わ ず た め 息 を つき まし た 。 
「 ボ ビン 、 あ れ は 白鳥 っ て いう の よ 。 雪 の よう に 真っ 白 で し ょ う 7」 
「 こ っ ち へ 来る 。 頭 の 上 を 飛ん で いく よ 」 
白鳥 は 悲し げ な 叫び 声 を 上 げ な が ら 、 頭 の 上 を 低く 飛び 、 再び は る か 彼方 へ 飛 
び 去 ろう と し て いま し た 。 それ は まる で 名 残 を 惜しむ か か の よう な ゆっ くり と し た 動き で し 
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「 と て も きれ いな 鳥 だ ね 」 
「 ほ ん と うに 。 相変わらず 美しい 」 
「 ど うし て あん な に 悲し を うに 鳴く 《 の ?」 
「 ひ と り ぼ っ ち だ か ら よ 。 誇り 高く る て ひと り ぼ っ ち 」 
「 ど こ へ 行っ ちゃ う の ?」 
「 き っ と パタ ー ン の ずっ と 向こう 側 だ と 思う わ 」 
「 僕 た ち も 行 ける ?」 
「 お まえ に は 行け な いと ころ よ 。 私 た ち ぶ ター ン の 中 で 生ま れ た 者 は 織り 込ま れ た 模様 
の よう に どこ へ も 行け な い の 。 だ か ら 自 鳥 の 後 を 追う こと は で き な い の 」 
こう し て 、 ボビン の 誕生 日 に は 岩の上 で 自 鳥 を 見 る こと が 、 一 人 だ け の 秘密 の 儀 
式 に な っ た の で す 。 


その 後 も が ビ ン と ・ ス レッ ド ベ ア は すく すく 育ち 、 す ら り と し た 音 の 高い 若者 に な り ま し 
た 。 パ ッ チ リ し た を の 青い 目 の 奥 に は 茶目っ気 と 知性 の 交 き が 見 えて いま し た 。 

鳥 の 人 々 と の 付き 合い を 長老 た ち に 禁じ られ て いた ボビン は 、 い つも 一 人 で 浜辺 
や 森 を 歩い て 過ごし て いま し た 。 心 や る し い ヘ ッ チ ェ ル は 、 ひと り ぼ っ ちの ボビン を 見 
か ね て 長老 に 許し を と うた こと も あり まし た が 、 一 度 も 聞き 入れ られ ませ ん で し た 。 

長老 は 成長 し た ボビン を 恐れ て いた の で す 。 当然 と いえ ば 当然 で し た 。 思い が け 
な い ボ ビン の 誕生 が 、 パ ター ン に 混乱 を も た らし 始め て いた か ら で す 。 ルー ム に か か 
っ た 織物 に 黙示 の 模様 が 現れ 、 年 々 広がっ て いく の を 見 て 、 長老 た ち は 不安 も つの 
ら せ ま し た 。 ボビン を 生ん だ グレ ー の 系 は 、 織 物 師 の ギル ド を も は や 避け られ な い 運 
命 へ と 導い て 行っ た の で す 。 パタ ー ン は 崩れ 始め まし た 。 し か し 、 誰 ひ と り と し て それ 
を 止め る すべ を 知り ませ ん で し た 。 


長老 た ち は 、 ボビン に 決し て 出生 の 秘密 を 明か そう と は し ませ ん で し た 。 それ ば か 
りか 、 ボ ビン が 運命 を まっ と うす る こと の な いよ う 祈 っ て いま し た 。 長老 た も は 、 ボ ビン 
が 鳥 を 離れ ず 、 まじ な い を 覚え きえ し な けれ ば 何事 も 起こ ら な いと 考え た の で す 。 まし 
て 、 ボ ビン に 対す る 教育 が すでに 始ま っ て いよ うと は 、 夢 に も 思っ て は いま せん で し 
た 。 


今後 も ヘッ チェ ル と ボビン の 秘密 の レッ スン が 始ま り ま し た 。 
「 さ あ 早 く お 座 り 。 今夜 は 特に 大 事 な の 。 さて 、 お まじ な い に は いく つの 音 が 必要 ?」 
「4 つ 」 
「 音 の 名 前 は 7」 
「 材 打ち …… 艦 打ち …… 踏 ん で 、 休 む 」 
「 を の 通り 。 じ ゃ この 問 の メロ ディ ー を 歌っ て 」 

ボビン は な か な か 上 手 に 歌う こと が 出来 ませ ん 。 
「 機 織り な ん か 一 生 覚 えら れ な く て も いい よ 」 
「 何 を いう の 。 練 選 し て は じ め て で きる の よ 。 ま ず 、 手 始め に これ を 」 

ヘッ チェ ル は 系 巻 棒 を 出し 、 メ ロディ ー を 奏で て 見 せま し た 。 聞 いた こと の な いよ 
うな 美しい 響き に ボビン は 息 を の み ま し た 。 
「 こ れ は 糸巻 棒 と いう も の よ 。 こ れ で 光 と メロ ディ ー を 操っ て その 力 を 出す こと が で きる 
の 。 さ あ 、 和 糸巻 棒 を 持っ て 」 

ヘッ チェ ル は し り 込 みす る ボビン に 系 巻 棒 を 持た せ 、 さ っ き の メ ロディ ー を 歌う よう 
に 言い まし た 。 し か し 、 な か な か 思う よう な 音 が 出 ま せん 。 
「 ダ メダ メ 、 も っ と ノド の 奥 を 開い て 、 ゆ っ くり 音 を あげ て いく の 。 そ う 、 上 手 よ 」 
ボビン も 一 生 懸 命 で す 。 や が て 、 ボ ビン の 声 が 系 巻 棒 と 共振 し 、 糸 巻 棒 が 輝き 始 
め ま し た 。 
「 お 母さん 、 系 巻 棒 が 光っ た よ !」 
「 を それは お まえ が 正しい 音 を 出し た か ら よ 。 さ あ 他 の 音 も 続け て 」 

ボビン は ゆっ くり 、 し か し 確実 に 4 つの 音 を 出せ る よう に な っ て いき まし た 。 
「 も う 一 度 さ っ き の 4 つの 音 を 歌っ て ご らん 。 そし て 、 最後 の 音 を 出し た ら す ぐに 糸巻 
棒 の 先 を そこ に ある 編物 カゴ の 中 の 毛糸 に むけ る の よ 。 い いわ ね 」 
「 で も 、 ふ た が 閉まっ て る よ 」 
「 を そう 、 あ の 4 つの 音 は 「 開 ける 」 の まじ な いな の 。 指 一 本 触れ ず に あの カゴ の ふた 


を 開け る こと が 出来 る の よ 。 カ ゴ の 中 の 毛糸 に 気持 ち を 集中 し て ぶつ ける よう に すれ 
ば いい わ 。 さ あ 、 や っ て ご らん 」 

ボビン は 再び 4 つの 音 を 歌い 始め まし た 。 

「 気 持ち を 集中 し て 。 そ の 調子 よ …… 。 違う わ 、 ボ ビン ! 窓 に 向かっ て じゃ な い !」 
ボビン の 手元 が 狂っ て 糸巻 棒 の 先 が 編 物 カ ゴ で は な く 窓 に 向い て し まっ た の で す 。 
その 途 端 、 大 き な 音 と 共に 窓 が ラス が 粉々 に 砕け 、 飛 び 人 散り まし た 。 あわ て た ヘッ チ 
ェ ル は 明り を 消し て ボビン と 一 緒 に 皿 を 潜め まし た 。 

「 誰 に も 聞か れ な か っ た らい い の だ けど ……」 

夫 運 に も 、 外 は 何事 も な か っ た よう に 静まり返っ て いま す 。 落ち 着い な ヘッ チェ ル は 、 
思い が け な い 系 巻 棒 の 威 カ に は し ゃ ぐ ゞ ボビン か ら 系 巻 棒 を 取り 上 げ て 言い まし た 。 

「 今 夜 は に これ で お し まい 。 さあ 、 絆 な さい 。 明日 は 特別 な 日 だ か ら 二 人 と も 早く 起き な 
いと ね 」 

そう 、 明日 は ボビン の 17 回 目 の 誕生 目だっ た の で す 。 こ の 旦 は ボビン が 大 人 と し て 
認め られ る 日 で も あり まし た 。 

「 今 年 は 、 僕 ひと り で 行か せ て くれ な い ?」 

「 お まえ ひと り で ? お まえ も そろ を そ み 一 人 前 。 いい よ 、 ひと り で お 行き 。 お 母さん も た ま に 
は 朝寝坊 も させ て も ら う か ら 」 


ボビン が 晶 覚め た と き 、 外 は まだ 真っ 暗 で し た 。 年 老い た ヘッ チェ ル を 起こ ふ な い 
よう に そっ と ベッ ド か ら 下 り る と 、 ボビン は 暖か い グ レー の ロー プ ブ を まとい 、 夜 功 け 前 の 
まだ 肌寒い 家 の 外 へ 出 て 行き まし た 。 

ボビン が 岩の上 に た どり 着い た の は 日 の 出 の 30 分 も 前 で し た 。 ボ ビン は 枝 の 曲 
が りく ね っ た 大 き な 木 の り 下 に 座り 、 幹 に より か か っ て 、 あの 美しい 白鳥 の 17 回 日 の 訪 
れ を 待つ こと に し まし た 。 


と ころ が 、1 分 も 経た ぬう ち に ボビン は ぐっ すり と 眠り 込ん で し まっ た の で す 。 する と 


由 険 の ヒン ト 


@ ほ と ん どの 謎 に は 何 通り も の 解き 方 が ある 。 い ろ い ろ 試 し て みる と 面白 い ぞ 。 

@ 途 中 で 出会っ た 物 や 目 に つい た 物 は 何で も チェ ッ ク し て みる こと 。 意外 な 情報 が 手 
に 入る か も し れ な い 。 

@ 新 し くま じ な い を 覚え た ら 恐れ ず に どん どん 使っ て みよ う 。 ま じ な い の 本 に メモ す 
る の を 忘れ ず に ! 

@ 旅 に 出 た ば か り の ボビン は 、 ま じ な い に 使え る 音 の 数 が と て も 少な い 。 で も 、 経 験 
を 重ね れ ば 音 も ひと つ ひ と つ 増 えて いく 。 心配 は 無用 だ 。 

@ 使 え そ うな まじ な い が 思 いつ か な い 場 合 は 、 メ ロディ ー を さか さま に し て まじ な い 
を か け て みよ う 。 も し か する と 思い が け な い 展開 が …。 


@ どう し て も ダメ な と き は ・・・ 


どう し て も 先 に 進め な く て 困っ て し まっ た 人 は 、 返 信用 封 黄 ( 君 の 住所 、 名 前 を 書 
いて 62 円 切手 を は っ た も の ) を 同封 の うえ 、 く わし く 質 問 内 容 を 書い て 郵送 し て 下 
さい 。 ハ ガキ や 電話 は ダメ だ よ ! 
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オリ ジ ナ ル 版 、PC エ ンジ ン 版 制作 LucasArts Enterainment Company 


原作 Brian Moriarty 
イラ スト レー ショ ン Mark Ferrari 
キャ ラク ター デザ イン Gary Winnick, Steve Purcell 
アニ メー ショ ン Ken Macklin, Gary Winnick, Steve Purcell, Mark Ferrari 
チャ イコ フス キー 作品 編曲 ・ 音 楽 EarWax 
プロ グラ ム David Stifel, Kalani Streicher 
SCUMM スト ー リ ー シ ス テム Ron Gilber, Aric Wilmunder 
テス ト プ レ ー Jo Ashburn, Dianna Myers, Tabitha Tosti 
パッ ケー ジイ ラス ト Mark Ferrari, Dugald Stermer 
プロ デュ ー サ ー Kalani Streicher 
David Warhol(Realtime Associates) 
協力 Noah Falstein, Orson Scott Card, James Wood, 
Carolyn Knutson, Tom Scott 


日 本 語 版 スタ ッ フ 
エク ゼクティ ブ プロ デュ ー サ ー : 本 多 競 
プロ デュ ー サ ー : 小森 治 信 
ディ レク ター : 中 村 一 夫 
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( 痢 埋 孝之 ノ 曳 野 卓二 ) 
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